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主な掲載記事
■ P.２~P.３・・・総括質疑
■ P.４~P.５・・・常任委員会・予算特別委員会
■ P.６・・・・・・・・・・・３月定例会の議案審議結果など
■ P.７・・・・・・・・・・・５月臨時会の議案審議結果など
■ P.８・・・・・・・・・・・新議員の紹介

第５期太田市議会がスタート
～さらなる議会活性化に取り組みます～

　本会議の傍聴手続きで住所や氏名の記入をお願
いしていましたが、平成31年４月１日から、この
手続きを廃止しました。また、児童および乳幼児
も傍聴席へ入場できるようになりました。傍聴に
あたって特別な手続きをすることなく、お子さま
と一緒に傍聴するなど、どなたでも気軽に傍聴が
できるようになりましたので、皆さまのお越しを
お待ちしています。

本会議の傍聴が気軽に
できるようになりました

©太田市

　４月21日に行われた市議会議員選挙によって、新しく30人の議員が選ばれ、新議
員による臨時会が５月15日に開催されました。議長、副議長の選挙をはじめ、各常
任委員会等の構成や正副委員長も決まり、太田市議会の新体制がスタートしました。

就任のごあいさつ

議　長

久保田　俊
副議長

岩﨑喜久雄

　
こ
の
た
び
、
5
月
15
日
の
臨
時

会
に
お
き
ま
し
て
、
太
田
市
議
会

の
第
15
代
議
長
、
第
16
代
副
議
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
誠
に
光
栄
な
こ
と
と
存
じ
ま
す

と
と
も
に
、
そ
の
職
責
の
重
大
さ

を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
度
は
、
新
元
号
の

幕
開
け
と
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
日
本
大
会
さ
ら
に
は
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
向
け
た
大
き
な
期
待
な
ど
明

る
い
ニ
ュ
ー
ス
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
４
月
の
市
議

会
議
員
選
挙
を
経
て
、
第
５
期
太

田
市
議
会
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
間
、
私
た
ち

は
「
開
か
れ
た
議
会
」「
信
頼
さ

れ
る
議
会
」
を
目
指
し
、
多
く
の

改
革
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

現
在
ま
で
進
め
て
き
た
議
会
改
革

の
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
前
に
進
む
こ

と
で
、
さ
ら
な
る
議
会
の
活
性
化

に
取
り
組
み
、
太
田
市
議
会
の
存

在
意
義
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
本
市
議
会
に
対
し

ま
し
て
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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　３月定例会では、２月21日に５人の議員が代表総括質疑を、22日に２人の議員が総括質疑を行い、平成31年度の施政や財政方
針などに関して活発な議論を展開しました。紙面の都合により、質問した議員に確認のうえ１問を選び、質問と答弁の要旨を紹
介します。なお、総括質疑の模様は太田市議会ホームページ「インターネット中継」からご覧いただくことができます。また、定
例会の正式な会議録は、市政情報コーナーや各市立図書館、市議会ホームページ、議会事務局などで６月下旬からご覧いただく
ことができます。詳しいことは、議会事務局（　０２７６－４７－１８０６）までお問い合わせください。３月定例会  総括質疑要旨

平
成
31
年
度
施
政
並
び
に
財
政
方
針
に
つ
い
て

―
太
田
強
戸
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
開
発
に
つ
い
て
―創

政
ク
ラ
ブ
　
久
保
田
　
俊

議　
員　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
西
側
の
土
地
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
場
の
整
備
計
画
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
概
要
と
事
業
予
定
地
の
土
地
利

用
の
制
限
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

都
市
政
策
部
長　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

場
は
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

に
隣
接
す
る
西
側
の
市
有
地
、
約

１・６
㌶
に
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
、

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
自
転
車
コ

ー
ス
、
地
域
住
民
が
憩
え
る
広
場
等

を
盛
り
込
も
う
と
検
討
を
始
め
ま
し

た
。
土
地
利
用
の
制
限
と
し
て
は
、

都
市
計
画
法
の
市
街
化
調
整
区
域
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
公
益
公
共
施
設
や

許
可
を
受
け
た
一
部
の
施
設
は
建
築

で
き
ま
す
が
、
民
間
事
業
者
に
よ
る

商
業
施
設
等
は
開
発
で
き
ま
せ
ん
。

議　
員　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
は
若

者
で
に
ぎ
わ
い
、
そ
の
周
辺
で
は
買

い
物
や
食
事
に
訪
れ
た
市
民
で
に
ぎ

わ
う
な
ど
、
市
民
が
集
い
憩
え
る
施

設
の
設
置
を
望
み
ま
す
が
、
市
長
の

所
見
を
伺
い
ま
す
。

市　
長　
事
業
予
定
地
は
市
街
化
調

整
区
域
内
で
す
が
、
周
り
を
道
路
で

囲
わ
れ
て
お
り
、
耕
運
機
も
入
れ
な

い
な
ど
農
業
に
は
不
向
き
で
す
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
事
業
を
全
て
役
所
が

や
る
の
で
は
な
く
、
民
間
で
も
開
発

で
き
る
よ
う
県
と
協
議
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

議　
員　
事
業
予
定
地
に
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
造
る
こ
と
で
、
現
在
実
施

し
て
い
る
無
料
バ
ス
の
利
便
性
の
向

上
や
、
高
速
バ
ス
に
よ
る
東
京
等
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
な
る
と
考
え
ま

す
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

市　
長　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
等
の

利
用
者
の
駐
車
場
用
地
も
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
小
規
模
な
も
の

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
も
可
能
と
思
い
ま
す
。

総
合
的
に
土
地
利
用
を
考
え
て
、
事

業
地
周
辺
が
に
ぎ
や
か
に
な
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

・
平
成
31
年
度
予
算
編
成
と
今
後
の

財
源
確
保
に
つ
い
て

・
外
国
人
と
の
共
生
社
会
の
実
現
に

つ
い
て

・
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
に
つ
い
て

・
国
民
健
康
保
険
制
度
の
課
題
と
今

後
に
つ
い
て

平
成
31
年
度
施
政
並
び
に
財
政
方

針
に
つ
い
て
―
公
共
施
設
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
―

創
政
ク
ラ
ブ
　
大
川
　
陽
一

議　
員　
公
共
施
設
の
維
持
管
理
費

に
つ
い
て
、
総
務
省
の
更
新
費
用
推

計
ソ
フ
ト
に
よ
れ
ば
、
本
市
は
今
後

40
年
間
で
年
平
均
83
億
８
千
万
円
が

必
要
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
今
後
の
本
市
の
考
え
方

を
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　
更
新
時
期
を
迎
え
た
施

設
は
、
統
廃
合
や
複
合
化
を
進
め
て

い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。
現
在
、
平

成
30
年
版
の
太
田
市
の
公
共
施
設
の

現
状
を
作
成
中
で
あ
り
、
施
設
ご
と

の
建
物
の
老
朽
化
や
利
便
性
等
を
グ

ラ
フ
化
し
て
記
載
し
、
今
後
の
総
量

縮
減
の
検
討
材
料
と
し
て
活
用
す
る

予
定
で
す
。

議　
員　
（
仮
称
）新
田
地
区
複
合
公

共
施
設
の
整
備
事
業
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
を

伺
い
ま
す
。

企
画
部
長　
昨
年
12
月
か
ら
２
月
ま

で
に
、
３
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
無
作
為
抽
出

し
た
市
民
１
５
０
０
人
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
結
果
を
取
り
ま

と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は

市
民
の
意
見
や
要
望
を
取
り
入
れ
る

だ
け
で
な
く
、
市
全
体
を
見
極
め
た

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
も
と
、

基
本
構
想
や
基
本
計
画
の
策
定
を
進

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

議　
員　
新
田
地
区
の
複
合
公
共
施

設
は
地
区
名
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
作
成

さ
れ
て
い
る
太
田
市
の
公
共
施
設
の

現
状
を
用
い
て
、
も
っ
と
丁
寧
に
市

民
に
情
報
提
供
し
、
公
共
施
設
の
統

廃
合
や
集
約
化
・
複
合
化
を
す
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、
市
長
の
所
見
を
伺

い
ま
す
。

市　
長　
市
の
西
側
を
ま
と
め
、
西

地
区
と
し
て
施
設
の
統
合
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
施
設
の
建

設
に
あ
た
っ
て
は
維
持
管
理
費
の
支

出
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
今
後

の
持
続
可
能
性
を
担
保
す
る
た
め
に

複
合
化
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

・
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
へ
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て・
市
税
及
び
財
政
調
整
基
金
に
つ
い

て・
受
動
喫
煙
対
策
に
つ
い
て

・
金
山
周
辺
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

平
成
31
年
度
施
政
並
び
に
財
政
方
針
及

び
予
算
に
つ
い
て
―
観
光
事
業
を
推
進

す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
―

お
お
た
政
研
ク
ラ
ブ
　
山
田
　
隆
史

議　
員　
本
市
の
観
光
事
業
推
進
の

た
め
に
、
群
馬
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
群
馬
Ｄ
Ｃ
）
へ

の
積
極
的
な
参
加
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。
群
馬
Ｄ
Ｃ
に
向
け
た
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま

た
、
観
光
地
で
は
ト
イ
レ
も
そ
の
場

の
印
象
に
つ
な
が
り
ま
す
。
本
市
に

お
け
る
群
馬
県
認
定
の
ビ
ジ
タ
ー
ト

イ
レ
の
設
置
状
況
と
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

産
業
環
境
部
長　
平
成
31
年
度
は
プ

レ
事
業
と
し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の

情
報
掲
載
や
宣
伝
会
議
の
開
催
、
藪

塚
温
泉
を
宿
泊
地
と
す
る
現
地
視
察

の
実
施
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
群
馬
Ｄ
Ｃ
の
開
催
期
間
は
花
の

開
花
時
期
と
重
な
る
た
め
、
芝
桜
な

ど
を
含
め
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
内
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
５
カ

所
が
県
の
認
証
を
受
け
て
い
ま
す
。

今
後
も
新
設
や
建
て
替
え
の
際
は
認

証
基
準
に
適
合
し
た
ト
イ
レ
を
設
置

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議　
員　
本
市
か
ら
出
土
し
た
挂け

い

甲こ
う

武ぶ

人じ
ん

埴は
に

輪わ

は
、
埴
輪
と
し
て
唯
一
の

国
宝
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
人

気
や
知
名
度
は
観
光
事
業
に
役
立
つ

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
が
、
今

後
の
利
活
用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長　
武
人
埴
輪
を
モ
デ
ル
と

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ぶ

じ
ん
く
ん
」
を
作
成
し
、
文
化
財
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

の
マ
ッ
プ
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

議　
員　
栃
木
県
や
埼
玉
県
で
も
群

馬
Ｄ
Ｃ
に
関
連
し
た
企
画
を
実
施
す

る
よ
う
で
す
。
隣
接
し
た
本
市
で
も

積
極
的
な
誘
致
が
必
要
と
思
い
ま
す

が
、
市
長
の
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

市　
長　
本
市
に
は
あ
ま
り
知
名
度

の
高
い
観
光
地
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

金
山
や
八
王
子
山
を
中
核
と
し
な
が

ら
、
尾
島
地
区
や
新
田
地
区
に
た
く

さ
ん
あ
る
寺
社
仏
閣
な
ど
を
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
し
、
誘
客
に
向
け
て
努
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

・
平
成
31
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

・
中
枢
中
核
都
市
指
定
と
広
域
連
携

に
つ
い
て

・
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
の
性
的
少
数
者
へ
の

対
応
に
つ
い
て

平
成
31
年
度
施
政
並
び
に
財
政
方

針
及
び
予
算
に
つ
い
て

―
太
田
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
―

太
田
ク
ラ
ブ
　
白
石
　

と
子

議　
員　
太
田
駅
周
辺
は
整
備
が
進

ん
で
い
る
と
こ
ろ
と
そ
う
で
な
い
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
太
田
駅
周
辺
土

地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
状
況
と
、

古
い
建
物
が
現
存
す
る
中
で
、
景
観

に
配
慮
す
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

都
市
政
策
部
長　
太
田
駅
周
辺
土
地

区
画
整
理
事
業
の
進
捗
率
は
平
成
30

年
３
月
末
現
在
で
約
21
％
で
す
。
太

田
駅
北
口
の
受
楽
寺
跡
地
商
店
街
は

ほ
と
ん
ど
が
過
小
宅
地
の
た
め
減げ

ん

歩ぶ

が
難
し
く
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の

進
捗
が
非
常
に
難
し
い
状
況
を
踏
ま

え
、
28
年
度
よ
り（
仮
称
）太
田
駅
北

口
駅
前
駐
車
場
整
備
事
業
と
し
て
、

意
向
調
査
の
の
ち
に
用
地
買
収
を
図

っ
て
い
ま
す
。
31
年
２
月
20
日
現
在

で
権
利
者
54
件
の
う
ち
16
件
の
方
と

売
買
契
約
を
済
ま
せ
、
取
得
し
た
面

積
は
全
体
の
約
25
％
で
す
。
用
地
取

得
の
進
捗
に
伴
い
、
今
ま
で
見
え
な

か
っ
た
部
分
が
目
に
付
く
よ
う
に
な

っ
た
も
の
の
十
分
な
対
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
在
住
ん
で
い

る
方
の
意
向
が
優
先
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
ま
ず
は
用
地
買
収
に
注
力

し
、
買
収
し
た
建
物
等
の
防
災
、
防

犯
上
の
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議　
員　
現
在
虫
食
い
状
態
に
な
っ

て
い
る
太
田
駅
北
口
の
整
備
の
考
え

方
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
顔

と
な
る
太
田
駅
北
口
の
景
観
を
良
く

す
る
た
め
に
、
商
店
等
の
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
事
業
の
上
限
金
額
を
上
げ
る

な
ど
の
対
策
の
実
施
に
つ
い
て
、
市

長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

市　
長　
権
利
者
と
の
意
見
交
換
会

に
お
い
て
、
過
小
宅
地
に
よ
り
区
画

整
理
に
向
か
な
い
た
め
、
北
口
の
将

来
像
を
示
し
た
う
え
で
、
用
地
買
収

に
入
り
ま
し
た
。
現
状
は
看
過
し
て

い
た
だ
き
、
将
来
的
に
は
行
政
と
民

間
と
で
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
全
体
の
再

開
発
に
進
ん
で
い
く
こ
と
に
よ
っ
て

現
在
の
問
題
点
を
打
開
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
本
当
に
理
解
が
得
ら
れ
る
な
ら

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

・
平
成
31
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

・
幹
線
道
路
の
周
辺
開
発
に
つ
い
て

代表総括質疑

代表総括質疑

代表総括質疑

代表総括質疑
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平
成
31
年
度
施
政
並
び
に
財
政
方
針

及
び
予
算
に
つ
い
て
―
立
地
適
正
化

計
画
と
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て
―

創
政
ク
ラ
ブ
　
今
井
　
俊
哉

議　
員　
立
地
適
正
化
計
画
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
を
伺
い
ま
す
。
ま

た
、
今
後
の
道
路
網
の
整
備
・
維
持

補
修
に
関
す
る
方
針
を
伺
い
ま
す
。

都
市
政
策
部
長　
立
地
適
正
化
計
画

は
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
社
会
に

お
い
て
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
備

え
た
都
市
機
能
誘
導
区
域
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
を
目
指
す
居
住
誘

導
区
域
を
設
定
し
、
こ
れ
ら
の
市
内

各
拠
点
を
公
共
交
通
網
で
結
び
、
多

極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
を
基
本
理
念
と
し
た
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

道
路
網
の
整
備
に
は
莫
大
な
経
費
が

必
要
と
な
る
た
め
、
限
ら
れ
た
予
算

の
中
で
効
果
的
・
有
効
的
に
事
業
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議　
員　
立
地
適
正
化
計
画
と
太
田

市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
関

係
を
伺
い
ま
す
。

市
民
生
活
部
長　
国
が
推
奨
す
る
コ

ン
パ
ク
ト
プ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ

の
全
国
的
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た

こ
と
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と

な
っ
た
公
共
交
通
網
の
構
築
を
目
指

し
、
太
田
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

議　
員　
立
地
適
正
化
計
画
と
公
共

交
通
網
整
備
に
つ
い
て
市
長
の
所
見

を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
道
路
に
つ
い

て
は
市
民
満
足
度
調
査
に
お
い
て
、

満
足
度
は
４
年
連
続
で
最
下
位
で
あ

る
一
方
、
重
要
度
は
上
位
に
位
置
し

て
お
り
、
整
備
や
維
持
補
修
は
重
要

と
考
え
ま
す
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

市　
長　
再
開
発
事
業
で
人
が
集
ま

る
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
誰

で
も
乗
れ
る
無
料
バ
ス
を
運
行
し
て

鉄
道
と
の
連
結
も
図
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
道
路
建
設
に
つ
い
て
は

予
算
よ
り
も
用
地
買
収
が
非
常
に
困

難
で
あ
り
、
要
望
が
あ
っ
て
も
な
か

な
か
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
道
路
補

修
は
原
則
と
し
て
都
市
計
画
税
が
賦

課
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
優
先
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

・
消
費
税
増
税
と
幼
保
無
償
化
に
よ

る
影
響
に
つ
い
て

・
償
還
元
金
を
超
え
な
い
市
債
発
行

の
堅
持
に
つ
い
て

・
公
共
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

　３月定例会では、２月21日に５人の議員が代表総括質疑を、22日に２人の議員が総括質疑を行い、平成31年度の施政や財政方
針などに関して活発な議論を展開しました。紙面の都合により、質問した議員に確認のうえ１問を選び、質問と答弁の要旨を紹
介します。なお、総括質疑の模様は太田市議会ホームページ「インターネット中継」からご覧いただくことができます。また、定
例会の正式な会議録は、市政情報コーナーや各市立図書館、市議会ホームページ、議会事務局などで６月下旬からご覧いただく
ことができます。詳しいことは、議会事務局（　０２７６－４７－１８０６）までお問い合わせください。３月定例会  総括質疑要旨

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

地
域
別
構
想
に
お
け
る

中
心
部
地
域
の
施
策
に
つ
い
て

公
明
ク
ラ
ブ
　
川
鍋
　
栄

議　
員　
太
田
駅
南
口
地
区
の
再
開

発
に
つ
い
て
、
現
状
と
今
後
の
方
針

を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
九
合
地
区
内

の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
し
た
市
街
化
調
整

区
域
に
つ
い
て
、
市
街
化
区
域
へ
の

編
入
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
が
、
市
街
地
整
備
の
検
討
状

況
を
伺
い
ま
す
。

都
市
政
策
部
長　
建
物
の
老
朽
化
に

よ
る
防
災
、
防
犯
、
景
観
上
の
課
題

の
解
決
お
よ
び
立
地
適
正
化
の
推
進

の
た
め
、
土
地
の
高
度
利
用
を
図
っ

た
市
街
地
再
開
発
事
業
が
有
効
な
手

段
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
権
者
の
意

向
を
優
先
し
、
国
の
制
度
を
活
用
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
市
街
化
区
域
へ
の
編
入
に
つ
い

て
は
県
の
決
定
事
項
で
す
が
、
該
当

区
域
は
生
活
利
便
性
の
高
い
地
域
で

す
の
で
、
都
市
的
土
地
利
用
が
図
ら

れ
る
よ
う
都
市
計
画
の
変
更
も
視
野

に
入
れ
、
国
や
県
と
の
協
議
を
進
め

る
べ
く
調
整
を
し
て
い
き
ま
す
。

議　

員　

太
田
駅
周
辺
に
つ
い
て

は
、
市
の
中
心
拠
点
と
し
て
多
様
な

都
市
機
能
を
集
約
し
、
活
性
化
を
図

る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
、

市
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

市　
長　
行
政
主
体
の
再
開
発
は
難

し
い
た
め
、
民
間
で
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
国
や
県
の

補
助
金
が
付
く
こ
と
を
前
提
に
、
民

間
の
計
画
の
相
談
に
乗
り
な
が
ら
協

働
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議　
員　
東
毛
広
域
幹
線
道
路
の
沿

線
地
域
に
お
い
て
は
、
現
在
は
住
居

系
の
用
途
地
域
を
中
心
に
土
地
利
用

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
幹
線
道
路

の
沿
線
と
し
て
の
特
性
を
活い

か
す
た

め
、
用
途
地
域
を
見
直
す
こ
と
に
つ

い
て
所
見
を
伺
い
ま
す
。

市　
長　
住
居
だ
け
で
は
な
く
、
店

舗
を
は
じ
め
と
す
る
活
気
の
あ
る
土

地
利
用
を
誘
導
し
、
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
街
路
を
構
成
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

・
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
に
対
す
る
本
市
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

・
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
つ
い
て

・（
仮
称
）新
田
地
区
複
合
公
共
施
設

の
整
備
計
画
に
つ
い
て

小
中
一
貫
の
義
務
教
育
学
校
の

設
置
計
画
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
　
水
野
　
正
己

議　
員　
２
０
１
８
年
度
に
お
け
る

太
田
東
小
、
韮
川
西
小
、
北
中
の
児

童
生
徒
数
の
合
計
と
２
０
２
４
年
度

の
予
測
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長　
２
０
１
８
年
度
は
太
田

東
小
、
韮
川
西
小
、
北
中
の
合
計
で

８
３
５
人
で
す
。
２
０
２
４
年
度
の

予
測
で
は
７
３
５
人
で
す
。

議　
員　
６
年
後
で
も
３
校
合
わ
せ

た
児
童
生
徒
数
が
１
０
０
人
程
度
減

る
だ
け
で
は
、
児
童
生
徒
数
減
少
は

学
校
統
廃
合
の
理
由
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
義
務
教
育
学
校
に
移
行
す
る
３

校
の
維
持
費
は
今
後
20
年
間
で
約

22
億
円
と
さ
れ
ま
す
が
、
新
た
に
小

中
一
貫
校
を
つ
く
る
だ
け
で
19
億
円

以
上
か
か
る
上
、
そ
の
年
間
維
持
費

は
７
千
万
円
と
さ
れ
、
経
費
は
節
減

ど
こ
ろ
か
逆
に
増
大
し
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、他
の
自
治
体
の
例
で
も
、

小
中
一
貫
校
で
い
じ
め
や
不
登
校
が

減
っ
た
デ
ー
タ
は
な
く
、
授
業
の
相

互
乗
り
入
れ
に
よ
る
先
生
の
多
忙
化

や
、
小
学
校
高
学
年
の
リ
ー
ダ
ー
性

が
育
た
な
い
な
ど
の
声
が
現
場
の
先

生
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
税
収

や
交
付
税
の
減
収
も
踏
ま
え
、
一
度

計
画
を
止
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

市
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

市　
長　
教
育
の
内
容
に
つ
い
て
は

教
育
長
で
な
い
と
詳
し
く
は
わ
か
り

ま
せ
ん
。
た
だ
、
説
明
会
を
開
く
中

に
お
い
て
大
き
な
反
対
意
見
は
な
か

っ
た
と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

議　
員　
小
中
一
貫
校
は
総
合
教
育

会
議
で
市
長
が
提
案
し
た
も
の
で
す
。

私
が
問
題
意
識
を
も
ち
、
あ
ち
こ
ち

で
活
動
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
た
ま
た

ま
そ
れ
を
聞
い
た
保
護
者
が
、
止
め

る
方
法
は
な
い
の
か
と
聞
い
て
き
ま

し
た
。
税
収
や
交
付
税
の
減
収
も
踏

ま
え
、
半
年
待
っ
て
税
収
や
交
付
税

を
見
極
め
る
な
ど
の
対
応
を
す
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

市　
長　
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
十
分

な
話
し
合
い
の
も
と
、
結
論
と
し
て

予
算
化
し
た
も
の
で
す
。
教
育
会
議

で
提
案
は
し
ま
し
た
が
、
研
究
や
議

員
の
皆
さ
ん
の
視
察
等
を
経
て
今
回

の
予
算
計
上
と
な
っ
て
お
り
、
唐
突

に
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

・
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

代表総括質疑 総 括 質 疑

総 括 質 疑

3月定例会で決まった人事

市民ロビーで議会中継を
放映しています

　２月13日の本会議において市長から提出された人事案件
は、賛成全員により同意されました。

　本会議や予算・決算特別委員会の開催日には、
市役所本庁舎１階の市民ロビーに設置されている
モニターで、議会中継を放映しています。市役所
にお越しになった際に、休憩がてらご覧いただけ
ますので、ぜひご利用ください。

教育委員会委員

佐
さ

　藤
と う

　真
し ん 　 た 　 ろ う

太郎 さん

池
い け

　田
だ

　光
み つ

　男
お

 さん
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委員会では
� 次の議案を審査しました
　本会議で各常任委員会に付託された議案の審査結果について、定例会最終日に行われた
委員長報告から要旨を抜粋してお知らせします。

■群馬県市町村総合事務組合の規約変
更に関する協議について
説明　本市が消防団員等の公務災害補
償などの支給事務について、共同処理
を行うため加入している群馬県市町村
総合事務組合において、本年４月１日よ
り富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合
および多野藤岡広域市町村圏振興整備
組合の２組合が、新たに消防団員等に係
る賞じゅつ金支給事務の共同処理を開
始するため、当該組合の規約の改正が
必要になることから、各組織団体の議会
の議決を求めます。
問 賞じゅつ金の定義について伺いま
す。
答 消防職員または消防団員が消防作
業に従事するにあたり、一身の危険を顧
みることなくその職を遂行し、そのため
に死亡または障がいの状態となった場
合に、その功労に報いるとともに功績を
たたえ支給されるものです。
問 賞じゅつ金支給事務の共同処理に２
組合が新たに加わることによる、群馬県
市町村総合事務組合の財政面に与える
影響について伺います。
答 新規加入の当該２組合から負担金
が支払われることになるため、特に影響
はないと考えます。実際に、本市におけ
る賞じゅつ金に係る負担金の額につい
ても変更は生じません。
審査結果　原案可決

免期間を、現行の「旧被扶養者の資格取
得日の属する月から当分の間、減免」から
「旧被扶養者の資格取得日の属する月
以後２年を経過する月までに限り減免」
に改正します。
審査結果　原案可決

■太田市指定地域密着型サービスの事
業の人員、設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正について
説明　地域包括ケアシステムの強化の
ための介護保険法等の一部を改正する
法律の施行に伴い、基準省令である「指
定地域密着型サービスの人員、設備及
び運営に関する基準」が改正され、共生
型地域密着型サービスに関する基準が
新たに追加されたため、関係条文につい
て所要の改正を行います。
審査結果　原案可決

総務企画委員会

健康福祉委員会
■太田市放課後児童健全育成事業の設
備及び運営に関する基準を定める条例
の一部改正について
説明　学校教育法の改正により専門職
大学の制度が設けられ、前期課程の修
了者は短期大学卒業者と同等の教育水
準を達成することと規定されたことに伴
い、放課後児童支援員の基礎資格を有
するものとして対象に追加するため、関
係条文について所要の改正を行います。
審査結果　原案可決

■太田市国民健康保険税条例の一部改
正について
説明　国民健康保険特別会計の健全化
を図るため、基礎課税額、後期高齢者支
援金等課税額および介護納付金課税額
のそれぞれの税率改正を行うとともに、
旧被扶養者の均等割額と平等割額の減

都市産業委員会
■伊勢崎市の公の施設を本市の住民の
利用に供することに関する協議につい
て
説明　太田市世良田町の一部において、
一級河川早川を隔てて伊勢崎市側に飛
び地があり、その区域の本市住民に伊
勢崎市公共下水道を利用させるための
協議を行うにあたり、地方自治法第２４４
条の３第３項の規定に基づき、議会の議
決を求めます。
問 当該地域における他の飛び地の有
無を伺います。
答 当該地域においては他に飛び地は
なく、早川を隔てて伊勢崎市側で対応が
必要な区域はありません。
審査結果　原案可決

■太田市空き地の環境保全に関する条
例の一部改正について
説明　条例の適用範囲について、現状
の運用に合わせる必要があるため、第２
条第１号中「都市計画法第７条に規定す
る市街化区域の区域内」を「市内」に改め
ます。
審査結果　原案可決

■太田市一般廃棄物処理施設の技術管
理者の資格を定める条例の一部改正に
ついて
説明　学校教育法の一部改正により、
専門職大学の制度が設けられたことに
伴い、専門職大学の前期課程修了者を
技術管理者の資格基準に加えるため、
所要の改正を行います。

審査結果　原案可決

■新田町農業廃棄物等の有効活用の促
進に関する条例の廃止について
説明　暫定施行されていた本条例につ
いて、関連法案により目的が達成できる
ことから、廃止します。
審査結果　原案可決

■太田市公共下水道事業設置条例の一
部改正について
説明　太田市公共下水道事業計画の変
更により、太田市公共下水道の事業認
可の拡大および計画期間の延伸を行っ
たことから、条例の一部を改正します。

問 中央第二処理区における排水面積
等の拡大、および中央第一処理区にお
ける排水人口の減少の要因について伺
います。
答 中央第二処理区では主に市営住宅
における浄化槽の老朽化に伴い公共下
水道へ接続したこと、中央第一処理区で
は計画期間の延伸に伴い、排水人口を
推計したことに起因します。
審査結果　原案可決

■市道路線の廃止及び認定について
説明　開発事業に伴う路線の廃止や再
認定、新設道路等の認定を行うもので、
６路線、１０７６㍍を廃止し、33路線２６６７
㍍を認定します。
問 市道認定されない民間開発等の民
地道路の状況について伺います。
答 現在は開発の際に指導を行ってい
るため認定されないことはほとんどあり
ませんが、過去においては受け入れ基準
に適合しないため、寄附を受けられずに
市道認定できない道路もありました。今
後も基準にのっとっていただくよう指導
を徹底していきます。
審査結果　原案可決

◎高橋　美博
○高橋　えみ
　今井　俊哉
　齋藤　光男
　大川　敬道
　岩﨑喜久雄
　正田　恭子

　高田　　靖
　髙藤　幸偉
　宮沢まりこ
　五十嵐あや子
　大川　陽一

◎委員長　○副委員長

　平成31年２月22日の本会議で設置さ
れた予算特別委員会に「平成31年度太
田市一般会計予算について」など８議案
が付託され、３月５日から７日までの３日
間にわたり慎重に審議を行いました。
　各委員の審査後、総括質疑と討論が
行われ、採決の結果、全て可決すべきも
のと決定しました。
　委員会審査での主な質疑、要望など
を委員長報告から抜粋してお知らせし
ます。

答 非線引き区域における開発の現状
もありますが、市街化区域だけでなく、
市全体で均衡ある発展と人口のバラン
スが必要です。非線引き区域では、線引
きを急ぐことが重要と考えます。
問 おおた市民債の発行状況を伺いま
す。
答 日銀のマイナス金利政策が続いて
いることから、平成29年度以降は発行
を見合わせています。今後は市場金利
の動向を注視しながら、発行や募集方法、
発行内容等の見直しも検討していきた
いと思います。
■その他主な質疑、要望等
・市税の収納対策における収入未済額
の圧縮について
・固定資産税の評価替えによる税収へ
の影響について
・森林環境譲与税とぐんま緑の県民税
との関連および使途について

問 住宅等の建築増加に伴う固定資産
税の増加が見込まれる中で、市街化区
域以外での開発のあり方について伺い
ます。

歳 入
一　般　会　計

教 育 費 に
係 る 歳 入

問 学校給食費の納入状況と滞納対策
における目標設定について伺います。
答 平成29年度における過年度分の収
納率は９.９％にとどまり、現年度分と過年

予算特別委員会
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度分を合わせた収入未済額は平成29年
度には１億円を超え、年々増加していま
す。支払い能力のある滞納者へは引き
続き法的措置を講じるなどして公平性
を担保するとともに、目標を設定して滞
納額の縮減に努めていきたいと思います。

ます。
問 障がい者や高齢者を対象とした、ご
みの戸別収集について伺います。
答 過去に検討を行いましたが、関係機
関等による協議の結果、事業を見合わせ
ることとなりました。要望する声が増え、
ニーズが高まった段階で検討したいと
思います。
■その他主な質疑、要望等
・乳幼児健診システムの運用実態につ
いて
・斎場建設に向けた今後のスケジュー
ルについて

●総務費
問 改正入国管理法により、企業等の
外国人の受け入れ数増加が想定される
中での相談体制について伺います。
答 現在、ポルトガル語・中国語等、５人
の通訳者により対応しています。国への
交付金申請が認定された場合にはワン
ストップセンターを開設し、幅広く対応し
ていきたいと思います。
問 シティプロモーション認定事業の現
状と今後の企画について伺います。
答 今年度は、おおたブルーフェスティ
バル、金山城跡でのコスプレイベント等
の開催、本市ＰＲ動画の作成等を行うこ
とができました。新年度においても市民
による魅力的なガイドブックの作成を計
画しており、まちづくりへの参画を促し、
郷土愛の醸成を図っていきたいと思い
ます。
■その他主な質疑、要望等
・運転免許証自主返納支援助成の概要
について
・期日前投票所の大型ショッピングセン
ターへの設置の検討について

ついて伺います。
答 補助金利用者のリピート率が高い
ことや、受付期間終了前に予算額に到達
し、利用がかなわないことなどの課題は
承知しています。しかし、度重なる制度
変更は好ましくないことや、変更によっ
て生じうる問題も予見されることから、
当面は現状通りとし、課題の解決に向け
て研究したいと思います。
問 道路の維持補修業務のあり方と人
員体制について伺います。
答 緊急を要するものは直営で行う必
要がありますが、それ以外は外部委託を
計画的に行っていきたいと思います。マ
ンパワー不足はやむを得ない側面もあ
り、与えられた人員と予算においてでき
ることを効率的に行いますが、広報おお
たによる道路補修通報の呼びかけが効
果的であったため、継続していきたいと
思います。
■その他主な質疑、要望等
・景観形成に関する今後の取り組みと
屋外広告物の安全性への配慮について
・太田駅周辺土地区画整理事業におけ
る本町新井線整備事業の今後の予定と、
本町通りの渋滞解消に向けた整備手法
について

●土木費
問 住宅リフォーム支援事業補助金に
おける幅広い利用のための制度変更に

●商工費
問 商店リフォーム支援事業および空
き店舗対策事業補助金の効果について
伺います。
答 事業終了時のアンケートでは、売り
上げの増加やリピーター率の向上等、
地域経済の活性化に大いに寄与できて
います。来年度からは空き店舗リフォー
ムも対象とする予定ですので、商店リ
フォーム支援事業補助金と併せて継続
的に実施していきたいと思います。
■その他主な質疑、要望等
・産業振興および地域活性化における
一般財団法人産学官連携ものづくり研
究機構が担う役割について
・尾島ねぷた祭りへのさらなる集客の
ためのＰＲ方法について

●農林水産業費
問 今後予定されている土地改良につ
いて伺います。
答 ３地区が予定されており、農作業の
効率化や営農推進を図っていきますが、
小区画農地が多く、地権者の高齢化が
進んでいます。そのため、意向調査や営
農調査、地元説明会等を行い、慎重に実
施していきたいと思います。
問 八王子丘陵におけるイノシシ対策
について伺います。
答 八王子丘陵における対策は金山へ
の移入個体を防ぐためにも重要ですが、
桐生市やみどり市を含む３市にまたがる
ため、群馬県を中心として、まずは３市広
域での被害対策協議会設置に向けて協
議を進めていきたいと思います。
■その他主な質疑、要望等
・道の駅おおたの売り上げ増加のため
の取り組みについて
・畑かん水路の大規模改修について

●労働費
問 おおた子育て支援就職面接会につ
いて伺います。
答 子育て中の母親と、子育てに理解
のある企業とのマッチング効果は非常
に高く、多数の就職者が出ています。雇
用の確保は企業の発展や本市への流入
人口の増加にもつながるため、今後も引
き続き関係機関との連携を密にしつつ、
推進していきたいと思います。

答 公立幼稚園は、民間の幼児教育施
設がない地域に設置されてきた経緯が
ありますが、現在は民間の幼児教育施
設の充実により、公立としての役目は終
えたと考えます。公立幼稚園として唯一
残すこととなる藪塚本町南幼稚園につ
いては、障がい児の積極的な受け入れと
支援をするなど、公立としての意義や特
色をもって運営していきたいと思います。
■その他主な質疑、要望等
・義務教育学校新設に係る保護者への
分かりやすい説明の必要性と今後の公
教育のあり方について
・天

てん

神
じん

山
やま

古墳・女
にょ

体
たい

山
さん

古墳の公有地化
率と今後の展望について
・中島知久平邸地域交流センターへの
入館者増加に向けた取り組みと今後の
活用方法について

●介護保険特別会計
■主な質疑、要望等
・成年後見制度の概要および関係機関
との連携による普及・啓発について
・認知症総合支援事業の目的および成
年後見制度の代用としての家族信託に
ついて

●給与費明細等
問 技能労務職の重要性と今後の考え
方について伺います。
答 現在、技能労務職員が担っている
職の重要性は十分に承知していますが、
職の固定化等の理由により新規採用は
難しいです。再任用職員および臨時職員
を充てることで対応していますが、事業
の見直しや民間委託等を含め、全体の中
でマネジメントしていきたいと思います。
■その他主な質疑、要望等
・人事評価制度における処遇反映の内
容と期待される効果について

●教育費
問 ＩターンやＵターンによる市内企業
への就職者に対する奨学金返済支援制
度の導入について伺います。
答 本市の未来を背負っていただける
方々のための制度であり、前向きに研究
していきたいと思います。
問 公立幼稚園民営化の目的と今後の
公立幼稚園のあり方について伺います。

●消防費
問 今後の救急医療体制のあり方につ
いて伺います。
答 救急救命センターを運営する太田
記念病院における救急搬送応受率は非
常に高くなっています。２次救急を担う
他の医療機関への分散収容率を向上さ
せることが重要であり、引き続き緊急医
療施設連絡協議会において検討すると
ともに、市民への医療機関の利用方法
の啓発を図り、不適切な救急車の利用
等により医療機関への負担を増大させ
ないよう努めたいと思います。
問 地域災害対応力養成支援事業の実
施状況とその効果について伺います。
答 浸水想定区域に指定されている地
区と、平成29年の台風21号で被害を受
けた地区の自主防災組織を対象に実施
しました。事業への参加後、地域におけ
る防災会議や防災講演会の実施、防災
防犯課への出前講座の要請につながる
など、発展的な結果も得られています。
引き続き自主防災の重要性の啓発を行
い、自主防災組織の育成に努めていき
たいと思います。
■その他主な質疑、要望等
・Ｎｅｔ１１９緊急通報システム導入につ
いて
・ドクターカー導入に向けた検討の進
捗状況について

歳 出

●民生費
問 要保護児童対策地域協議会の運営
状況および子育て相談の組織体制につ
いて伺います。
答 親が若年で出産して養育できない
ケースや面前ＤＶといった心理的虐待等
があり、対象の児童数は増加傾向にあり
ます。現状と経過を見ながら、慎重に支
援の終結を判断しています。相談窓口に
おいてはさらなる専門職の充実を図る
ことが必要です。
問 特殊詐欺等の被害を未然に防ぐた
めの自動通話録音機の貸与において、
対象範囲を拡大することについて伺い
ます。
答 75歳以上の一人暮らし高齢者のう
ち、希望者を対象に１０００台を無償貸与
するものです。新規事業となることから、
成果を検証したうえで、年齢および世帯
構成等の対象範囲を広げるかどうかを
検討していきたいと思います。
■その他主な質疑、要望等
・ファミリーサポートセンターの運営状
況について
・ダブルケアへの対応について

●衛生費
問 尿中コチニン検査の継続的な実施
について伺います。
答 保護者の禁煙意識を高めるきっか
けをつくり、最終的には禁煙につなげる
ことを目的としています。継続的な実施
が好ましいですが、検査費用が高額であ
るため、費用対効果をしっかりと見なが
ら今後の展開について考えたいと思い

特　別　会　計

総　括　質　疑

●下水道事業等会計
問 負担区の違いによる受益者負担金
について伺います。
答 旧太田市の第１、第２負担区、旧３町
の第３負担区では差異があります。地域
性を考慮した結果ではありますが、公共
下水道整備に対する不公平感が高まり
つつあります。予定される下水道料金の
単価改定の中で議論を深めていきたい
と思います。
■その他主な質疑、要望等
・下水道全体計画区域の見直しについ
て

問 平成33年度からの新たな焼却施設
の運営開始を控え、本市におけるごみの
排出量抑制等の課題への対応と、庁舎
文書の処分方法について伺います。
答 ごみの減量化をテーマとして開催
された太田市住民協議会でも、市民が
強い関心をもってこの問題に対応しよう
としている様子がうかがえました。まず
は、庁内や学校等から排出される文書に
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議 案の審 議 結 果をお 知らせします
３月定例会の

※「付託先」欄において「省略」とあるのは、本会議において委員会付託の省略が行われたことを示します。

番　　号 件　　　　　　　　　　名 結　　果

請願第15号 核兵器禁止条約への日本政府の署名・批准を求めることについて 不採択

《請　願》
番　　号 件　　　　　　　　　　名 付 託 先 審議結果 採決結果

議案第 1号 太田市教育委員会委員任命の同意について 省略 同意 賛成全員

議案第 2号 太田市教育委員会委員任命の同意について 省略 同意 賛成全員

議案第 3号 平成30年度太田市一般会計補正予算（第４号）について 省略 可決 賛成多数

議案第 4号 平成30年度太田市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 省略 可決 賛成全員

議案第 5号 平成30年度太田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について 省略 可決 賛成全員

議案第 6号 平成30年度太田市介護保険特別会計補正予算（第３号）について 省略 可決 賛成全員

議案第 7号 平成30年度太田市下水道事業等会計補正予算（第３号）について 省略 可決 賛成全員

議案第 8号 平成31年度太田市一般会計予算について 予算特別 可決 賛成多数

議案第 9号 平成31年度太田市国民健康保険特別会計予算について 予算特別 可決 賛成多数

議案第10号 平成31年度太田市住宅新築資金等貸付特別会計予算について 予算特別 可決 賛成全員

議案第11号 平成31年度太田市後期高齢者医療特別会計予算について 予算特別 可決 賛成多数

議案第12号 平成31年度太田市八王子山墓園特別会計予算について 予算特別 可決 賛成全員

議案第13号 平成31年度太田市介護保険特別会計予算について 予算特別 可決 賛成多数

議案第14号 平成31年度太田市太陽光発電事業特別会計予算について 予算特別 可決 賛成全員

議案第15号 平成31年度太田市下水道事業等会計予算について 予算特別 可決 賛成多数

議案第16号 伊勢崎市の公の施設を本市の住民の利用に供することに関する協議に
ついて 都市産業 可決 賛成多数

議案第17号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議について 総務企画 可決 賛成全員

議案第18号 太田市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正について 健康福祉 可決 賛成全員

議案第19号 太田市国民健康保険税条例の一部改正について 健康福祉 可決 賛成多数

議案第20号 太田市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正について 健康福祉 可決 賛成多数

議案第21号 太田市空き地の環境保全に関する条例の一部改正について 都市産業 可決 賛成全員

議案第22号 太田市一般廃棄物処理施設の技術管理者の資格を定める条例の一部改
正について 都市産業 可決 賛成全員

議案第23号 新田町農業廃棄物等の有効活用の促進に関する条例の廃止について 都市産業 可決 賛成全員

議案第24号 太田市公共下水道事業設置条例の一部改正について 都市産業 可決 賛成全員

議案第25号 市道路線の廃止及び認定について 都市産業 可決 賛成全員

議案第26号 太田市運動公園陸上競技場解体及び特殊基礎工事請負契約の変更につ
いて 省略 可決 賛成全員

《市長提出議案》

番　　号 件　　　　　　　　　　名

陳情第24号 除草剤の主成分であるグリホサートの使用禁止と販売停止に関わることについ
て

陳情第25号 主要農作物種子法廃止に関することについて

陳情第26号
全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の主旨に基づいて、地方自治の根幹
を脅かす日米地位協定の見直しを国に求める意見書を提出する事を求めること
について

陳情第27号 児童館に関することについて

《陳　情》

番　　号 理　　　　　　　　　　由

請願第15号

核兵器禁止条約については、一切の使用、保有を禁じており、理念は崇高なも
のであるが、核保有国だけではなく、核を持たない国の多くも署名・批准して
いない現状である。まずは、核保有国を含むすべての国々が、「核兵器のない世
界」の平和と安全を目指して、核兵器廃絶に向けた議論を行う環境を構築してい
くことが重要であり、現時点では、国際情勢を引き続き注視し、安全保障政策
を慎重に進めるべきであると考えられるため

請願不採択の理由

太田市議会ホームページから
議会中継や会議録をご覧いただけます。

太田市議会

http://www.city.ota.gunma.jp/240sigikai/

　本会議の詳細は、太田市

議会ホームページの市議会

インターネット中継及び会

議録検索からご覧いただけ

ます。

　また、冊子による会議録

も市役所の市政情報コーナ

ーや市立図書館などにご用

意しています。なお、３月

定例会については、６月下

旬に公開予定です。

　２次元コードから太田
市議会ホームページ携帯
版にアクセスできます。

ついて積極的な資源化を図りたいと思
います。家庭からの雑がみの処理につ
いても、地域を限定して実験的に始める
ことで問題点等を把握し、目標を高く掲
げて市全体で大幅なごみの減量化につ
なげていきたいと思います。
問 ２０２０年東京オリンピック・パラリン
ピック競技大会に向けた本市の取り組
みとスケートボード場の整備について伺
います。

答 オーストラリアの女子ソフトボール
とマラウイ共和国の陸上競技の事前
キャンプ誘致に取り組んでおり、ホスト
タウンとしても登録されました。両国に
係る企画展の開催も予定しており、オリ
ンピック・パラリンピックを通じて両国と
の交流を図り、良い環境で応援ができれ
ばと考えています。スケートボード場に
ついては、スケートボードだけでなくイ
ンラインスケートやＢＭＸ等、スケート

パークとして確立したいと考えています。
近県からの愛好者や一流選手の競技や
練習ができるように整備し、屋外スポー
ツを楽しめる環境を整えることで、強戸
地区をはじめ市全体ににぎわいを持た
せ、存在感のあるまちに仕上げていきた
いと思います。
■その他主な質疑、要望等
・企業誘致や起業促進等による安定的
な税収確保について

・ラグビーワールドカップ日本大会にお
ける本市の取り組みとパナソニック・ワ
イルドナイツ練習場の跡地利用につい
て
・ぐんま国際アカデミーや市立太田高
校、おおた芸術学校およびおおたス
ポーツアカデミーの現状の総括や今後
の展望について
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5月臨時会5月臨時会
～5月臨時会を5月15日に
　　　　　　　　開催しました～

　５月15日に開催された臨時会では、まず議長及び副議
長の選挙を行い、第15代議長に久保田俊議員、第16代副
議長に岩﨑喜久雄議員が当選しました。また、議会選出
の監査委員として町田正行議員の選任が同意されました。
　その後、議会運営委員会、４つの常任委員会及び２つ
の特別委員会の委員を選出し、それぞれ正副委員長を互
選しました。
　さらに、一部事務組合議会議員などの選挙を行い、議
会構成を決定しました。また、市長から提出された「平
成30年度太田市一般会計補正予算(第５号)についての専
決処分」など13議案について同意、承認または可決しま
した。

番　　号 件　　　　　　　　　　名 付 託 先 審議結果 採決結果

議案第 27号 太田市監査委員選任の同意について 省略 同意 賛成全員

議案第 28号 太田市固定資産評価員選任の同意について 省略 同意 賛成全員

議案第 29号 平成30年度太田市一般会計補正予算（第5号）についての専決処分について 省略 承認 賛成全員

議案第 30号 平成30年度太田市国民健康保険特別会計補正予算（第3号）についての専決処
分について 省略 承認 賛成全員

議案第 31号 平成30年度太田市住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第2号）についての
専決処分について 省略 承認 賛成全員

議案第 32号 平成30年度太田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）についての専決
処分について 省略 承認 賛成全員

議案第 33号 平成30年度太田市八王子山墓園特別会計補正予算（第2号）についての専決処
分について 省略 承認 賛成全員

議案第 34号 平成30年度太田市介護保険特別会計補正予算（第4号）についての専決処分に
ついて 省略 承認 賛成全員

議案第 35号 平成30年度太田市太陽光発電事業特別会計補正予算（第2号）についての専決
処分について 省略 承認 賛成全員

議案第 36号 太田市市税条例等の一部を改正する条例についての専決処分について 省略 承認 賛成全員

議案第 37号 太田市都市計画税条例の一部を改正する条例についての専決処分について 省略 承認 賛成全員

議案第 38号 太田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例についての専決処分について 省略 承認 賛成多数

議案第 39号 太田市市税条例の一部改正について 総務企画 可決 賛成全員

５月臨時会《市長提出議案》

　議長　久保田　俊　 　副議長　岩﨑喜久雄 　　監査委員　町田　正行
（令和元年５月15日　選任）

委 員 会 名 委　　　　員　　　　名

議会運営委員会
◎ 星野　一広 ○ 髙藤　幸偉

水野　正己 矢部　伸幸 大川　陽一 斎藤　光男
木村　康夫 白石 と子

総務企画委員会

◎ 大川　敬道 ○ 高木きよし
板橋　　明 尾内　謙一 星野　一広 久保田　俊
斎藤　光男
　

木村　康夫

市民文教委員会

◎ 矢部　伸幸 ○ 木村　浩明
神谷　大輔 松川　　翼 水野　正己 今井　俊哉
正田　恭子
　

町田　正行

健康福祉委員会
◎ 高田　　靖 ○ 前田　純也

石井ひろみつ 長ただすけ 八長　孝之 岩﨑喜久雄
山田　隆史

都市産業委員会
◎ 渡辺謙一郎 ○ 松浦　武志

高橋　えみ 中村　和正 髙藤　幸偉 大川　陽一
白石 と子 　 　

公 共 交 通 対 策 
調査特別委員会

◎ 今井　俊哉 ○ 松川　　翼
石井ひろみつ 高橋　えみ 高田　　靖 木村　浩明
渡辺謙一郎 山田　隆史

ス マ ー ト 
インターチェンジ 
周 辺 整 備 
調査特別委員会

◎ 中村　和正 ○ 長ただすけ
前田　純也 松浦　武志 八長　孝之 水野　正己
大川　敬道 矢部　伸幸

◎委員長　○副委員長
※委員名欄の委員については、議席番号の昇順で記載しています。

常任委員会等委員一覧表
（令和元年５月15日　現在）

会　派　名 氏　　　　　　名

太 田 ク ラ ブ
（12名）

○ 白石 と子 八長　孝之 木村　浩明
中村　和正 渡辺謙一郎 大川　敬道
岩﨑喜久雄 斎藤　光男　 正田　恭子　
山田　隆史 町田　正行 木村　康夫

創 政 ク ラ ブ
（11名）

○ 大川　陽一 松川　　翼 長ただすけ
松浦　武志 高木きよし 板橋　　明
今井　俊哉 高田　　靖 髙藤　幸偉
矢部　伸幸 久保田　俊

公 明 ク ラ ブ
（３名） ○ 星野　一広 前田　純也 高橋　えみ

日 本 共 産 党
（２名） ○ 水野　正己 石井ひろみつ

○印は代表者

会　　名 氏　　　　　　名

市 民 の 会 尾内　謙一

立 憲 民 主 党 神谷　大輔

会 派 ・ 会 名 簿

（令和元年５月15日　選任）

名　　　　称 氏　　　　　　名

太 田 市 外 三 町 広 域 
清 掃 組 合 議 会

久保田　俊 石井ひろみつ 前田　純也

矢部　伸幸 斎藤　光男 木村　康夫

群 馬 県 後 期 高 齢 者 
医 療 広 域 連 合 議 会 久保田　俊

太 田 市 
都 市 計 画 審 議 会

久保田　俊 高田　　靖 渡辺謙一郎

大川　敬道 矢部　伸幸

太 田 市 
土地開発公社

理
事

久保田　俊 高田　　靖 渡辺謙一郎

大川　敬道 矢部　伸幸

監
事 白石 と子

群 馬 東 部 水 道 
企 業 団 議 会 久保田　俊 大川　陽一 正田　恭子

一部事務組合・審議会委員一覧表

２つの特別委員会を設置
□公共交通対策調査特別委員会
　　 　交通利便性向上のための公共交通のあり方について、集中的に

調査研究を行います。

□スマートインターチェンジ周辺整備調査特別委員会
　　 　太田強戸スマートインターチェンジ周辺開発に伴う整備等に関

して、集中的に調査研究を行います。
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（凡 例）

● 議席番号・氏名

● 住所
● 電話番号
● 党派・会派

写真
新議員を紹介します新議員を紹介します
　

古紙パルプ配合率70％再生紙と環境に
やさしい大豆インキを使用しています

⓾高
たか

木
ぎ

きよし

亀岡町660番地3
52-3430

無所属・創政クラブ

2石
いし

井
い

ひろみつ

新井町200番地6
090-9953-6624
日本共産党・日本共産党

� 木
き

村
むら

浩
ひろ

明
あき

大原町1168番地7
0277-78-5150
無所属・太田クラブ

� 高
たか

田
だ

　 靖
やすし

藤阿久町370番地5
31-7789

無所属・創政クラブ

�岩
いわ

﨑
ざき

喜
き

久
く

雄
お

岩松町594番地6
52-0660

無所属・太田クラブ

� 髙
たか

藤
とう

幸
ゆき

偉
い

山之神町307番地16
0277-78-8098
無所属・創政クラブ

� 山
やま

田
だ

隆
たか

史
し

鳥山上町1401番地2
37-0927

無所属・太田クラブ

8水
みず

野
の

正
まさ

己
み

石原町502番地1
いずみハイツ石原Ⅰ-106号

49-6216
日本共産党・日本共産党

1神
かみ

谷
や

大
だい

輔
すけ

牛沢町85番地1
カーサセレシアスール204号
090-4958-5881

立憲民主党・立憲民主党

� 斎
さい

藤
とう

光
みつ

男
お

新田花香塚町218番地1
56-6265

無所属・太田クラブ

� 町
まち

田
だ

正
まさ

行
ゆき

大原町2160番地
0277-78-4800
無所属・太田クラブ

3前
まえ

田
だ

純
じゅん

也
や

新井町199番地1
46-1125

公明党・公明クラブ

9高
たか

橋
はし

え み

新田上田中町134番地3
56-2050

公明党・公明クラブ

� 正
しょう

田
だ

恭
やす

子
こ

押切町547番地
52-2251

無所属・太田クラブ

� 星
ほし

野
の

一
かず

広
ひろ

丸山町1309番地
37-3560

公明党・公明クラブ

� 木
き

村
むら

康
やす

夫
お

新田市野井町581番地
57-1602

無所属・太田クラブ

� 板
いた

橋
ばし

　 明
あきら

只上町1383番地
37-7273

無所属・創政クラブ

�久
く

保
ぼ

田
た

　俊
たかし

天良町12番地3
37-5152

無所属・創政クラブ

� 矢
や

部
べ

伸
のぶ

幸
ゆき

矢場町3236番地5
46-4666

無所属・創政クラブ

7八
はっ

長
ちょう

孝
たか

之
ゆき

内ケ島町369番地4
49-2477

無所属・太田クラブ

� 大
おお

川
かわ

陽
よう

一
いち

本町47番15号
22-2966

無所属・創政クラブ

� 今
いま

井
い

俊
とし

哉
や

藪塚町386番地
0277-78-2724
無所属・創政クラブ

� 大
おお

川
かわ

敬
のり

道
みち

新田赤堀町525番地
56-2642

無所属・太田クラブ

� 中
なか

村
むら

和
かず

正
まさ

沖之郷町913番地
47-2665

無所属・太田クラブ

�白
しら

石
いし

と子
こ

龍舞町794番地1
49-2195

無所属・太田クラブ

5長
ちょう

ただすけ

南矢島町408番地
38-5977

無所属・創政クラブ

�渡
わた

辺
なべ

謙
けん

一
いち

郎
ろう

東新町373番地
ハニーライズ204号

50-1147
無所属・太田クラブ

� 尾
お

内
ない

謙
けん

一
いち

寺井町687番地
37-0480

無所属・市民の会

6松
まつ

浦
うら

武
たけ

志
し

粕川町476番地3
52-4990

無所属・創政クラブ

4松
まつ

川
かわ

　 翼
つばさ

由良町1017番地3
31-5870

無所属・創政クラブ

４月21日の選挙で30人の議員が
　　選出されましたので紹介します。
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